
 

 

 

 

 
 １月

がつ

は山 城 町
やましろちょう

の綺
かば

田
た

地域
ち い き

で作
つく

られた「えびいも」を使
つか

います。 

今年
こ と し

は、棚倉
たなくら

小 学 校
しょうがっこう

の横
よこ

の 畑
はたけ

で作
つく

られました。えびいもは里芋
さといも

の 

仲間
な か ま

で、京都
きょうと

で伝統的
でんとうてき

に作
つく

られている 京
きょう

野菜
や さ い

のひとつです。 

山 城 町
やましろちょう

では３月
がつ

末
まつ

～４月
がつ

頃
ころ

に種
たね

イモを植
う

え、５月
がつ

の 中
ちゅう

旬
じゅん

にうね 

を作
つく

った田
た

んぼに植
う

えかえます。７月初
がつはじ

め～８月
がつ

中 旬
ちゅうじゅん

に土
つち

入
い

れを 

行
おこな

い、10月
がつ

末
まつ

～12月
がつ

に 収 穫
しゅうかく

します。 

 えびのようなしましま模様
も よ う

と、えびのように背中
せ な か

がそったような 

形
かたち

から、「えびいも」という名前
な ま え

がついたそうです。きめが細
こま

かく、 

形
かたち

が崩
くず

れにくいのが 特 徴
とくちょう

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お正 月
しょうがつ

に食べるお雑煮
ぞ う に

は、丸
まる

いおもちや四角
し か く

い 

おもち、みそ味
あじ

やおすましなどお雑煮
ぞ う に

の具
ぐ

や味
あじ

つけ 

は、地域
ち い き

や家庭
か て い

によっていろいろですが、京都
きょうと

では 

白
しろ

みそに丸
まる

いおもちや、えびいも、金時
きんとき

にんじんを 

入
い

れるところが多
おお

いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 日『お 正 月
しょうがつ

こんだて』 

やましろちょう 

京 風
きょうふう

雑煮
ぞうに

 五色
ご し き

なます 

「えびいも」  「 金 時
きんとき

にんじん」  「 聖 護 院
しょうごいん

かぶら」 

 

１月
がつ

の 給 食
きゅうしょく

目
もく

標
ひょう

 「感謝
かんしゃ

して食
た

べよう」 

13 日（金）京 風
きょうふう

雑煮
ぞ う に

 26 日（木）すき焼
や

き風
ふう

煮
に

 

夏
なつ

のえびいも 畑
はたけ

の様子
よ う す

 

 春 菊
しゅんぎく

は、菊菜
き く な

ともいい、冬
ふゆ

においしい野菜
や さ い

です。山 城 町
やましろちょう

では、京都
きょうと

や大阪
おおさか

などの大
おお

きな都市
と し

に近
ちか

いことや、 暖
あたた

かい気候
き こ う

を利用
り よ う

して水
みず

菜
な

や春 菊
しゅんぎく

、ほうれんそうなどの栽培
さいばい

が 行
おこな

われています。現在
げんざい

、山 城 町
やましろちょう

では、15軒
けん

ほどの農家
の う か

で春 菊
しゅんぎく

が栽培
さいばい

されているそうです。  

１月
がつ

26日
にち

の 春 菊
しゅんぎく

は、山城町上狛
やましろちょうかみこま

地域
ち い き

で作
つく

られたものです。ビニ

ールハウスの中
なか

で、土
つち

ではなく水
みず

で育
そだ

てる「水耕
すいこう

栽培
さいばい

」という方法
ほうほう

で

作
つく

られています。くせが少
すく

なく生
なま

でも食
た

べやすいおいしい 春 菊
しゅんぎく

です。 

がつ 


